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 去る 6 月 29 日、「農業農村整備の集い」が東

京都千代田区のシェーンバッハ・サボーにおい

て開催された。 

 集いには、全国から農業農村整備事業関係者

約 800 名が参集し、本県からは、本会の大山会長

をはじめ、各地区の土地改良協議会長ら 14 名が

参加した。 

 全国土地改良事業団体連合会の二階会長は、

「農業を巡る状況が一段と厳しさを増す中、本

日参集者とともに協力して農業農村の振興に向

けて、歩みを止めないようにしなければならな

い。また、農業農村の振興は、地域再生の重要な

柱であり、本年度予算は、対前年比同額を達成したが、今後、地域の要望に十分応えられる予算規模を

目指してまいりたい。」と挨拶された。 

 次に、来賓として出席された林農林水産大臣から、「3 月に食料・農業・農村基本計画を閣議決定し、

農業農村整備の充実に向け取り組む中で、農地、農業水利施設を整備していくことにより、強い農業、

美しい活力ある農村が創られる。そのためには、予算確保に向けて努力していく。」、さらに、稲田政務

調査会長から、「農業農村整備基本予算については、平成 21 年度当時の予算獲得を目指して力強く推進

していくことが、国土強靭化の充実につながる。」と挨拶された。 

 また、農業農村整備事業の取組みについて、3 件の事例紹介があった。 

 ・「ほ場整備は地域が生き残る唯一の方法」：秋田県田沢疏水土地改良区 

 ・「予算不足は深刻（ストマネ系事業）－膨大な農業水利施設を抱えて－」：水土里ネット新潟 

 ・「農地防災は国土強靭化の礎」：鍋田土地改良区（愛知県） 

 その後、要請書が採択され、ガンバロウ三唱で盛会裏に集いは終了した。 

 翌日、本会では県選出国会議員に対し、安定的かつ計画的な事業執行のため、現場のニーズに十分に

応えられる農業農村整備事業予算確保とともに、地域農業の向上と担い手への農地集積の加速化を実現

し、強い農業を展開するために、各種の対策をするなどの要請活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
挨拶をする全土連の二階会長 挨拶をする林農林水産大臣 

農業農村整備の集い 開催  
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 去る 6 月 30 日、中国四国土地改良事業団体連合会協議会の石井会長(水土里ネット岡山会長)をはじ

め、中国四国各県土連の会長、専務理事等総勢 34 名は、平成 28 年度予算の編成を控え、農林水産省、

財務省、自由民主党等に平成 28 年度農業農村整備事業の予算確保と農業農村整備事業制度の拡充や創

設等について要請活動を行った。 

 本会の大山会長と山地常務理事は、石破地方創生担当大臣、自由民主党の谷垣幹事長、稲田政調会長、

林農林水産大臣並びに三浦農村振興局長、小林同局次長及び関係部課長、県選出の国会議員に対し、本

県が抱える喫緊の課題の解決に向け、｢ため池の耐震化整備をはじめとする国土強靭化の実現に向け、農

村地域防災減災事業予算の確保｣などについて要望活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業農村整備推進に関する提案事項 

 

提案１ 中国四国各地域の農業農村整備に必要な財源の確保について 

提案２ 多面的機能支払交付金の予算確保について 

提案３ 国土強靭化の実現に向け、農村地域防災減災事業予算の確保等について 

提案４ 農業水利施設保全合理化事業の継続について 

提案５ 水土総合強化推進事業の継続について 

提案６ 農業基盤整備促進事業の制度拡充について 

提案７ 土地改良施設の施設台帳電子化やＧＩＳ化を支援する制度創設について 

中国四国土地改良事業団体連合会協議会が 
農 業 農 村 整 備 事 業 の 推 進 に つ い て 要 望 

林農林水産大臣に要請 
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平井衆議院議員に要請書を手渡す大山会長 

大野衆議院議員に要請書を手渡す大山会長 玉木衆議院議員に要請書を手渡す大山会長 

石破地方創生担当大臣に要請 谷垣幹事長に要請 

稲田政調会長に要請 

瀬戸衆議院議員に要請書を手渡す大山会長 三宅参議院議員に要請書を手渡す組橋副会長 
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去る 6 月 22 日、高松商工会議所において平成 27

年度香川県農道整備事業連絡会を開催した。当連絡

会は、農道整備の一層の推進等を図るため、農道の

適切な管理運営を確保するとともに、事業の計画的

な実施に関して総合的な調整を行うことを目的と

している。 

冒頭、本会の山地常務理事から開会の挨拶があ

り、続いて、香川県農政水産部農村整備課の山下課

長補佐から、厳しい市町の財政下ではあるが、農道

の適切な管理をお願いしたいと挨拶があった。その

後、議事に入り、いずれも原案どおり承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月 2 日設立した香川県多面的機能発揮促進協議

会の第 1 回幹事会を 6 月 22 日、香川県社会福祉総合

センタ－において開催された。 

冒頭、香川県農政水産部農村整備課の井川課長か

ら開会の挨拶があり、続いて、事務局より設立総会

において議決された事項の報告があった。 

その後、議事に入り、第 1 号議案から第 4 号議案

について熱心に議論が交わされたが、いずれも原案

どおり承認された。なお、第 1 号議案の幹事長には、

井川課長が選任された。 

 

 

 

 

 

 

香 川 県 農 道 整 備 事 業 連 絡 会 開 催 

香川県多面的機能発揮促進協議会第 1 回幹事会開催 

議事  ・第 1 号議案 幹事長の選任について 

・第２号議案 促進協議会業務について 

・第３号議案 事務委託について 

・第４号議案 内部監査について 

開会のあいさつをする井川課長 

開会の挨拶をする山地常務理事 

議事  ・平成 26 年度事業報告並びに収支決算について 

・平成 27 年度事業計画並びに収支予算について 

・農道台帳作成状況について（13 市町 農道管理延長 931,444ｍ） 

・農道整備事業について 

・水土里情報システムによる農道台帳の管理について 

開会の挨拶をする井川課長 
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去る 6 月 11 日、三豊市財田町の香川用水東西分水工において

「香川用水水口祭」が水土里ネット香川用水により執り行われた。  

田植シ－ズンが本格化するのを迎えて、香川用水の豊かなめぐみ

を祈るために毎年開催されている。 

 時折小雨が降る中、神事が始まり祝詞奏上に続いて玉串奉奠の

後、組橋理事長（水土里ネット香川副会長）、浜田香川県知事、本

会の大山会長らにより水路に御神酒が注がれると水路の中から勢

いよく 3 本の水柱が立

ち上り、先人の遺徳を

称えるとともに、配水

の安全と豊潤を祈願した。 

 これに続いて、水に関係する伝統行事である財田鍬踊り、

財田長野獅子、大野原龍王太鼓が奉納され、会場を盛り上げ

た。また、会場では本場さぬきの手打ちうどんが参列者にふ

るまわれ、讃岐の味に舌鼓を打っていた。 

 

 

 
 
 

去る 6 月 15 日、本会をはじめ関係団体は、満濃池の初ゆ

る抜き式に併せ、21 世紀土地改良区創造運動の一環として

「水と土と農・広報キャンペーン」を実施した。 

 午前 10 時、満濃池堤防上の東屋において出陣式を行った

後、水土里ネット香川、香川県、中国四国農政局四国土地改

良調査管理事務所、同香川用水土器川沿岸農業水利事業所が

それぞれのブースに分かれ広報活動を行った。本会は、県の

協力を得て「かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト」

の入賞作品を展示するとともに、「さぬきのため池」等のパン

フレットを配布し、農業水利施設の重要性をＰＲした。 

 正午には、水土里ネッ

ト満濃池の國重理事長ら

により取水塔のゲートが

開かれ、毎秒 5 ㎥の水が

樋門から水しぶきを上げ

ながら流れると見学者か

ら歓声が上がった。 

 

 

財田鍬踊り 

神酒奉灌式 

香 川 用 水 水 口 祭 
 

水と土と農・広報キャンペ－ン展開 
 

財田鍬踊り 

中国四国農政局 

神酒奉灌 

香川県・水土里ネット香川 
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 去る 6 月 21 日、綾川町山田上の主基斎田跡地において、秋篠宮

ご夫妻のご臨席のもと「主基斎田１００周年記念お田植まつり」

が開催された。 

式典には、浜田香川県知事、辻村香川県議会議長、藤井綾川町長

をはじめ、多数の来賓、地元住民等関係者あわせて、約 1,500 人

が詰め掛け、本会からは組橋副会長、山地常務理事が出席した。 

式典後のお田植行事では、ご夫妻が見守られる中、伝統的な衣装

を身に着け早乙女に扮した地元高校の女子生徒が、田植歌と太鼓

の響きに合わせ、約 240 ㎡の水田に大正時代の田植を再現した。 

また、婦人会等による斎田おどりも披露され、今年の豊穣を祈念

する行事は終了した。 

 斎田とは天皇即位式の大嘗祭に供奉する新殻を栽培する田のこ

とで、京都より西の主基と東の悠紀の 2 ヶ所が決められるが、大

正天皇即位後の 1915（大正 4）年に、綾歌郡山田村（現在の綾川町

山田上）が主基斎田に勅定され、今年が 100 周年の節目にあたる。 

 地元では、この勅定を記念してお田植行事を続けてきたことから、平成 12 年に、町の民族無形文化財

の指定を受けた。現在、綾川町山田上の斎田跡には「主基斎田の碑」等の史跡が残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主基斎田の碑 

奉耕田を示す標柱 抜穂式大祓い場所跡 

早乙女によるお田植 

斎田おどり 

拓心太鼓 



平成 27年 7月 10日      香 川 の 土 地 改 良           第 675 号 
  

－ 8 － 

 

 

 

去る 6 月 13 日、三木町田中小学校（白井敬根校長）において、

「第８回 わくわく どきどき 田中ウォーク」が開催された。こ

の行事は、①郷土の歴史・文化、自然、人々などに親しみ、田中地

区に愛着を持つことができる子供を育てる。②親子が共にウォー

キングする楽しさを味わい、ふれあいや体力つくりの機会とする。

③ハザードマップを参考に田中地区の池が決壊した場合、地域の

どの辺りが危険かを考える場を持つことで防災意識を高める。こ

とをねらいとして実施している。この田中ウォークは 3 コースあ

り、そのうち、“二ツ池コース”が農業用ため池を学習する。 

“二ツ池コース”参加の児童は、１班 10 人程度、4 班に分かれ

て小学校を出発し、ため池ハザードマップを参考に避難場所など

を確認しながら二ツ池へ歩を進めた。二ツ池では、ため池の管理を

している植田勝美氏から、ため池が有する多面的な機能について

説明を聞いた。その後、ゆる抜きを見学し、底樋管からゴーという

音とともに勢いよく流れ出す水に児童たちは、歓声をあげながら

見守っていた。 

 

 

 

 

香川県では、農業農村整備事業の広報活動の一環として、小学 4

年生を対象に、香川県の水事情やため池の役割・重要性について関

心・理解を深めてもらおうと、平成 20 年度よりため池を題材とし

た出前授業を実施している。6 月 24 日は、三木町平井小学校（太

田憲良校長）において 4 年生 93 名を対象に、県東讃土地改良事務

所及び土地改良課職員により実施された。 

授業では、香川県のため池について、説明があった後、昔、限ら

れた水を公平に配分するために使われていた「線香水」、ため池を

造る工事に使われた「杵」や「亀の子石」を体験した。最後に、た

め池は危険な場所であるこ

とから、むやみに近づかない

ことをお願いして授業を締

めくくった。 

なお、平成 27 年度は、11 月

までに県下 26 の小学校で実

施される予定である。 

 

 「線香水」の説明 

農業用ため池を学ぶ ～三木町田中小学校～ 

水門を開ける植田氏 

流れ出すため池の水を見守る児童たち 

ため池を題材とした出前授業 ～香川県ＮＮ事業広報活動～ 

ため池クイズで盛り上がる 

「亀の子石」を体験 
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三豊干拓土地改良区は、昭和 43 年 3 月 16 日に

設立された。当管内は、香川県の西部に位置する

観音寺市内における本県唯一の干拓地である。 

遠浅の海浜で干拓適地であったため、その開発

計画が古くから立案されていたが、戦後の食糧増

産の国策に沿って国営代行干拓事業として、昭和

27年度に着手し、昭和 41年度に地区面積 123.14ha

の土地造成が完了した。 

その後、昭和 42 年度から農地整備事業が行わ

れ、昭和 44 年度に完了した。その結果、水田

98.44ha の農地が生まれ、西讃地域における優良農

地として稲作中心の農業経営が行われてきた。 

しかし、台風や季節風による越波の塩害が発生

し、特に昭和 53 年 9 月の台風 11 号の襲来時には、

満潮と重なり農作物が壊滅状態になった。このた

め、昭和 57 年度より県営海岸保全施設整備事業に

取り組み、堤防の前面に消波施設を設置して塩害

を防止した。 

また、県営新生産調整推進排水対策特別事業に

取り組み、鳴川・花稲両幹線排水路及び支線排水

路 6 路線の改修、排水ポンプ 4 基の新設を行い、

湛水被害を防止した。さらに、農業用水の不足を

解消するため、9 ケ所のさく井を整備し、水中ポン

プにより揚水してかんがいしている。 

当土地改良区では、運営経費の軽減を図るため、

観音寺市土改良協議会で事務を行うとともに、排水問題、農道、用排水路の改修など管理運営に万全を

期している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三豊干拓地区全景 

三豊干拓土地改良区（観音寺市） 

土 地 改 良 区 の 概 要 

所 在 地 観音寺市坂本町一丁目 1 番 1 号 

設立年月日等 
昭和 43 年 3 月 16 日 
香川県第 260 号 

関 係 市 町 観音寺市 

管内農地面積 79ha（田 79ha） 

組 合 員 数 205 人 

役 職 員 数 理事 11 人、監事 2 人 

 多田芳行理事長 

国営代行干拓事業竣工記念碑と排水機場 
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開催月日 会  の  名  称 開催場所 

6 月 11 日 第 31 回香川用水水口祭（香川用水土地改良区） 三 豊 市 

     12 日 香川県ふるさと・水と土保全対策推進委員会 観音寺市 

     14 日 仁池初閘抜式（綾歌郡仁池土地改良区） 丸 亀 市 

     15 日 満濃池初閘抜式（満濃池土地改良区） まんのう町 

     18 日 農業土木技術管理士研修会 岡 山 市 

     21 日 主基斎田 100 周年記念お田植まつり 綾 川 町 

     22 日 平成 27 年度香川県農道整備事業連絡会 高 松 市 

〃 香川県多面的機能発揮促進協議会平成 27 年度第 1 回幹事会 高 松 市 

   25 日 平成 27年度土地改良管理指導担当者会議 東 京 都 

   29日 
～30 日 

農業農村整備の集い及び農業農村整備の要望活動 東 京 都 

     30 日 中国四国土地改良事業団体連合会協議会要請活動 東 京 都 

7月 1日 
～ 2 日 

土地改良区基盤強化事業会計コ－ス全国研修会 東 京 都 
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